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ぞ
れ
の
立
場
に
よ
り
、
肯
定
的
に
捉

え
ら
れ
た
り
、
否
定
的
に
捉
え
ら
れ

た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
日
本
社

会
が
大
き
な
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
す
。
保
育
所
運
営

者
の
立
場
か
ら
は
、
少
子
化
は
困
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
少
子
化
が
続
け

ば
、
現
在
全
国
に
千
個
少
々
あ
る
本

願
寺
保
育
連
盟
加
盟
園
は
確
実
に
減

少
し
ま
す
。
こ
れ
を
子
ど
も
が
減
っ

た
の
だ
か
ら
、
そ
の
役
割
を
終
え
た

の
だ
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
る
の
は

簡
単
で
す
が
、
教
団
の
将
来
を
考
え

た
時
、
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
い
問

題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

幼
児
教
育
・
保
育
の
分
野
は
戦
後

作
ら
れ
た
枠
組
み
に
守
ら
れ
、
今
日

ま
で
き
ま
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う

に
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
分
野
は
唯

一
新
興
宗
教
団
体
の
参
入
が
少
な
い

分
野
で
す
。
公
立
の
幼
稚
園
・
保
育

所
を
除
く
と
、
仏
教
系
も
し
く
は
キ

リ
ス
ト
教
系
が
設
立
母
体
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
割
り
と
多
く
、
そ
れ

が
幼
児
教
育
・
保
育
の
分
野
を
押
さ

え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
こ
の
数

年
内
に
も
幼
稚
園
・
保
育
所
制
度
に

も
大
変
革
の
波
が
く
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
少
子
化
と
制
度
改
革
の
荒

波
の
な
か
で
、
本
願
寺
系
幼
稚
園
・

保
育
所
が
弾
き
飛
ば
さ
れ
、
キ
リ
ス

ト
系
・
新
興
宗
教
系
は
資
金
力
・
組

織
力
を
も
っ
て
進
出
し
て
き
ま
す
か

ら
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
我
が

子
、
孫
を
は
じ
め
、
門
信
徒
の
子
ど

も
さ
ん
も
、
み
な
キ
リ
ス
ト
教
や
新

興
宗
教
の
幼
稚
園
・
保
育
所
で
朝
の

礼
拝
を
し
て
い
る
と
い
っ
た
可
能
生

も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

家
庭
状
祝
を
見
ま
す
と
、
三
世
代

同
居
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
同
居

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
生
活

の
な
か
で
お
祖
父
さ
ん
・
お
祖
母
さ

ん
か
ら
子
や
孫
に
伝
え
ら
れ
る
も
の

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
若

い
夫
婦
だ
け
の
家
庭
に
仏
壇
が
あ
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、

家
庭
内
で
手
を
合
わ
せ
る
生
活
は
育

ち
に
く
く
な
り
ま
す
。
念
仏
の
声
が

届
く
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。 

家
庭
の
な
か
で
手
を
合
わ
せ
る
こ

と
を
教
え
ら
れ
ず
、
宗
教
教
育
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
公
立
の
保
育
所
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
進

み
、
地
域
杜
会
に
寺
の
な
い
都
会
の

大
学
へ
進
学
し
、
そ
の
ま
ま
都
会
へ

就
職
す
る
一
生
を
考
え
た
時
、
本
願

寺
保
育
連
盟
の
存
在
意
義
を
思
い
、

幼
少
期
に
手
を
合
わ
せ
る
習
慣
が
育

ち
ま
す
よ
う
に
と
願
う
ば
か
り
で

す
。
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
と
申
し
ま

す
が
、
幼
少
期
を
「
手
を
合
わ
せ
て

育
つ
か
、
お
祈
り
に
よ
っ
て
育
つ

か
、
お
題
目
に
よ
っ
て
育
つ
か
、
も

し
く
は
無
宗
教
に
よ
っ
て
育
つ
の

か
」
人
の
一
生
に
影
響
が
な
い
と
は

思
え
ま
せ
ん
。 

時
代
の
変
革
期
に
は
、
既
成
の
枠

組
み
が
崩
れ
る
わ
け
で
、
我
々
の
教

団
に
と
っ
て
は
危
機
だ
と
い
え
ま
す

が
、
一
方
で
は
新
し
い
枠
組
み
が
生

ま
れ
る
時
で
あ
り
、
や
り
方
次
第
で

好
機
に
も
な
る
わ
け
で
す
。 

保
育
所
に
関
し
て
言
え
ば
、
今
後

休
園
せ
ざ
る
を
得
な
い
本
願
寺
系
保

育
所
も
多
数
で
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
新
た
に
本
願
寺
系
保
育
所
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
も
あ

る
わ
け
で
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

公
立
保
育
所
の
民
間
移
管
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
ど
こ
の
自
治
体
に
お
い

て
も
、
公
立
保
育
所
の
民
聞
移
管
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
い
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
地
元
自
治
体
で
公
立
保
育

所
の
民
間
移
管
の
話
が
持
ち
あ
が
っ

た
時
に
は
、
他
人
事
と
思
わ
ず
、
人

任
せ
に
せ
ず
、
資
金
に
余
裕
の
あ
る

方
は
資
金
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
は
時
間
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
協
力
し
て
民
間

移
管
を
受
け
る
母
体
と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
、
少
し
で
も
、
子
ど
も
達

が
仏
縁
に
遇
う
こ
と
の
で
き
る
機
会

を
増
や
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
の
で

す
。
「
と
も
に 

い
の
ち 

か
が
や
く 

世
界
へ
」
向
け
て
、
教
区
保
育
連
盟

委
員
長
と
し
て
教
区
内
の
み
な
さ
ま

に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

基
幹
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
念

仏
の
声
を
世
界
に
子
や
孫
に
」
か
ら

「
と
も
に 

い
の
ち 

か
が
や
く 

世
界

へ
」
と
変
わ
り
ま
し
た
。
叱
ら
れ
そ

う
で
す
が
、
皮
肉
め
い
た
見
方
を
す

れ
ば
、
「
念
仏
の
声
を
世
界
に
子
や

孫
に
」
と
い
う
言
葉
が
空
し
く
響
き

始
め
た
か
ら
、
と
思
え
な
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。 

少
子
高
齢
化
社
会
、
人
口
減
少
社

会
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
見
聞
き
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
人

が
否
定
的
に
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
悲
観
的
に
な
る
必
要
は
な

い
、
良
い
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
い
う

指
摘
も
一
部
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ

備後教区保育連盟委員長 

明石 貴史 
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今
回
は
、
光
徳
寺
の
尊
子
坊
守
さ
ん

を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
尊
子
坊
守
の
ご
趣
味
を
拝

見
。
と
て
も
素
敵
な
作
品
の
数
々
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
見
す
る

と
、
可
愛
ら
し
い
人
形
や
動
物
の
置
物

の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
よ
く
見
る

と
…
な
ん
と
全
て
巾
着
袋
な
の
で
す
。 

 

ま
た
、
第
五
十
回
備
後
教
区
仏
婦
大

会
の
時
に
作
ら
れ
た
単
位
会
紹
介
パ
ネ

ル
も
、
仏
婦
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
楽
し

ん
で
製
作
さ
れ
た
の
が
判
り
ま
す
。 

 

尊
子
坊
守
さ
ん
自
身
、
皆
で
造
り
あ

げ
て
い
く
、
と
い
う
事
の
あ
り
難
さ
と

喜
び
を
強
く
感
じ
、
感
謝
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

寺
院
を
敷
居
の
高
い
特
別
な
場
所
と

し
て
で
は
な
く
、
必
要
な
時
に
気
軽
に

寄
っ
て
い
け
る
、
利
用
で
き
る
、
そ
う

い
っ
た
雰
囲
気
や
施
設
作
り
に
、
坊
守

さ
ん
や
ご
住
職
も
楽
し
ん
で
取
り
組
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。 

 

足
腰
が
悪
い
方
で
も
御
参
り
に
来
易

い
よ
う
に
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
本
堂
ま
で
の
内
装
や
、
階
段

を
登
ら
な
く
て
い
い
よ
う
に
と
設
置
さ

れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
拝
見
し
て
、
驚

き
と
共
に
、
こ
う
い
っ
た
心
遣
い
も

あ
っ
た
の
か
！
と
自
分
の
視
野
の
狭
さ

を
反
省
し
ま
し
た
。
（
坊
守
さ
ん
の
背

景
に
あ
る
の
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
す
） 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
堂
に
て
、

一
風
変
わ
っ
た
、
な
ん
と
も
ほ
ほ
え
ま

し
い
物
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
門

徒
さ
ん
作
、
だ
そ
う
で
す
。
ご
住
職
も

登
場
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
是
非

さ
が
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

季
節
の
草
花
や
動
物
な
ど
、
つ
い
つ
い

作
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
か
。
落
ち
着
い

た
色
あ
い
と
柔
ら
か
い
手
触
り
の
布
地

で
作
ら
れ
て
い
て
、
手
作
り
だ
と
は
到

底
思
え
な
い
ほ
ど
の
出
来
ば
え
で
し

た
。
お
棗
や
お
茶
碗
用
の
袋
も
作
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
連
絡
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

 

さ
て
次
は
、
行
事
と
そ
の
工
夫
に
つ

い
て
で
す
。 

● 

新
聞
に
年
間
行
事
と
法
話
を
載
せ
た

チ
ラ
シ
を
発
行
（
年
４
回
） 

●
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
（
製
作
は
門
徒

の
方
だ
と
か
） 

→h
ttp

://
w

w
w

.fu
c
h

u
.o

r.jp
/
~s

a
t/ 

● 

先
生
を
招
い
て
お
茶
教
室
（
仏
婦
） 

● 
自
然
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室
開
催

（
仏
婦
、
お
嬢
さ
ん
担
当
）
な
ど 

 

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
法
座
や
行

事
を
設
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
多
く
の
年
間
行
事
を
抱
え
な
が

ら
今
ま
で
頑
張
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
何

よ
り
も
家
族
内
で
の
各
自
の
分
担
が
出

来
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
お
寺
の
行
事

を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
達
の
事
と

し
て
門
徒
さ
ん
達
が
受
け
入
れ
、
協
力

を
惜
し
ま
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？ 

法
座
や
仏
婦
の
集
い
の
案
内
状
の
絵 

（
１
枚
ず
つ
違
い
ま
す
） 
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二
十
一
日
、
深
津
組
光
善
寺
（
苅

谷
隆
司
住
職
）
を
会
所
に
記
念
布
教

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
布
教
団
連

合
総
団
長
・
山
田
智
之
総
務
、
上
山

大
峻
先
生
、
高
橋
格
昭
四
州
教
区
布

教
団
々
長
、
教
区
内
か
ら
は
門
徒
宗

会
議
員
、
大
会
会
所
住
職
、
常
備

会
、
組
長
の
方
々
に
ご
列
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
の
中
で
、
布
教
団
の

支
え
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
副

団
長
経
験
者
に
感
謝
状
の
授
与
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
、

布
教
主
事
設
置
条
例
施
行
に
伴
い
、

「
備
後
教
区
布
教
団
」
が
正
式
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
五
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
記
念
事
業

と
し
て
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
記
念
布

教
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

先
ず
、
六
月
二
十
日
、
午
前
中
定

期
総
会
が
あ
り
、
午
後
よ
り
、
龍
谷

大
学
前
学
長
・
教
学
伝
道
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
の
上
山
大
峻
先
生
よ
り
、

「
現
代
布
教
と
今
後
の
課
題
」
と
題

し
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

夕
刻
よ
り
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
、
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

               
 

六
月
二
十
八
日
（
水
）
比
婆
組
円

光
寺
に
お
い
て
、
当
山
の
宗
祖
降
誕

会
法
要
と
併
せ
特
別
布
教
大
会
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
よ
り
五
十

名
以
上
の
お
参
り
を
い
た
だ
き
、

朝
・
昼
併
せ
て
六
名
の
団
員
が
お
取

次
い
た
し
ま
し
た
。
出
講
者
は
左
記

の
通
り
で
す
。 

 

朝 

席 

平
山
智
正 

師(

深 

津 

組 

光
圓
寺)

 

竹
政
信
至 

師(

鴨 

川 

組 

正
覚
寺)

 

山
下
義
円 

師(

奥 
 

組 

浄
福
寺)

 

 

昼 

席 

栗
原
一
乗 

師(

世 

羅 

組 

浄
楽
寺)

 

天
地
秀
顕 

師(

沼
隈
南
組 

光
林
寺)

 

岡
部
正
顕 

師(

沼
隈
南
組 

南
泉
坊)

 

  

大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
円
光
寺
並
び

に
比
婆
組
の
皆
様
へ
布
教
団
員
一
同

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

備
後
教
区
布
教
団 

結
成
五
十
周
年
を
迎
え
て 

特
別
布
教
大
会 

 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
暑
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
二
百
七
十

名
と
い
う
多
く
の
お
同
行
に
お
聴
聞

い
た
だ
き
盛
会
裏
に
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
布
教
大
会
を
開
催

す
る
に
当
た
り
、
教
区
内
の
多
く
の

皆
様
に
参
拝
奨
励
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
布
教
団
員
一
同
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
布
教
団
で
は
、
記
念
事
業

と
し
て
、
記
念
誌
「
伝
道
」
を
発
刊

い
た
し
ま
す
。
完
成
の
折
に
は
、
各

寺
院
に
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
出
講
者
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。 

朝 

席 

第
一
席
『
名
声
は
十
方
に
響
く
』 

 

福
間
義
朝 

師(

世
羅
組 

教
専
寺)

 

第
二
席
『
如
来
聖
人
の
七
百
五
十
回

大
遠
忌
法
要
』 

 

尾
野
義
宗 

師(

比
婆
組 

妙
延
寺)

 

第
三
席
『
智
慧
に
生
き
る
』 

 

本
講
師 

上
山
大
峻 

師 

昼 

席 

第
一
席
『
慈
悲
充
満
』 

 

蔀 

晃
尊 

師(

三
次
組 

円
勝
寺)

 

第
二
席
『
お
念
仏
と
と
も
に
』 

 

藤
間
幹
夫 

師(

深
津
組 

光
明
寺)

 

第
三
席
『
安
穏
』 

 

山
下
義
円 

師(

奥 

組 

浄
福
寺)
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世

羅

組 

御

調

西

組 

御

調

東

組 

比

婆

組 
三

谿

組 

沼

隈

西

組 

鴨

川

組 

深

津

組 

奥

組 

中

組 

備

中

里

組 

組 
 

名 

照
明
寺 
く
い
文
化
セ
ン
タ
ー 

照
善
寺 

妙
延
寺 

照
善
坊 

万
福
寺 

未 
 

 

定 

法
真
寺 

正
玄
寺 

光
栄
寺 

浄
心
寺 

会 
 

場 

十
月 

十
六
日 

八
月
二
十
六
日 

十
月 

 

六
日 

八
月
二
十
五
日 

九
月 

十
二
日 

九
月
二
十
八
日 

十
月 

 

十
日 

十
月 

 

四
日 

十
月
二
十
四
日 

期 

日 

十
一
月
十
七
日 

山
下
義
円
師 

山
下
義
円
師 

山
下
義
円
師 

蔀 

晃
尊
師 

岡
部
正
顕
師 

蔀 

晃
尊
師 

山
下
義
円
師 

山
下
義
円
師 

蔀 

晃
尊
師 

特
命
布
教
使 

蔀 

晃
尊
師 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い
る
組
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

昨
年
、
発
布
さ
れ
ま
し
た
『
親

鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
に
つ

い
て
の
消
息
』
披
露
と
記
念
法
座

が
、
今
年
度
よ
り
各
組
で
開
催
さ

れ
ま
す
。 

 

教
区
内
十
六
組
の
先
頭
を
切
っ

て
、
五
月
二
十
七
日
（
土
）
に
神

石
組
金
蔵
寺
に
て
神
石
組
ご
消
息

披
露
並
び
に
記
念
法
座
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
正
信
偈
の
お
勤

め
、
高
田
英
彦
教
務
所
長
よ
り
ご

消
息
拝
読
の
後
、
和
泉
晃
仁
組
長

芦

田

組 

三

次

組 

沼

隈

南

組 

鴨

川

北

組 

神

石

組 

組 
 

名 

府
中
文
化
セ
ン
タ
ー 

法
正
寺 

光
照
寺 

照
専
寺 

金
蔵
寺 

会 
 

場 

七
月 

十
九
日 

六
月
二
十
四
日 

六
月 

 

十
日 

六
月 

 

七
日 

五
月
二
十
七
日 

期 
 

日 

岡
部
正
顕
師 

山
下
義
円
師 

岡
部
正
顕
師 

朝
枝
暁
範
師 

岡
部
正
顕
師 

特
命
布
教
使 

な
お
、
七
月
二
十
日
（
木
）
現
在
ま
で
に
、
神
石
組
を
含
め
て
左
記
の
通
り

の
組
で
ご
消
息
披
露
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

が
拝
受
さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
教
務

所
長
よ
り
趣
旨
演
達
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

 

休
憩
の
後
、
第
二
部
の
記
念
法

座
が
開
か
れ
、
特
命
布
教
使
の
岡

部
正
顕
師(

沼
隈
南
組
南
泉
坊)
が
記

念
布
教
さ
れ
、
引
き
続
き
話
し
合

い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
ご
門
徒
さ
ん
よ
り
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
参
加
者
を
代
表
し
て
、
法
泉
寺

門
徒
の
豊
田
淳
祥
さ
ん
が
決
意
表

明
を
述
べ
ら
れ
、
全
日
程
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。 
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七
月
十
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

本
願
寺
備
後
会
館
を
会
場
に
し
て
「
春
期
勤

式
研
修
会
」
が
三
十
名
を
越
え
る
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

併
せ
て
、
当
日
の
午
前
中
に
組
勤
式
推
進

員
・
特
別
法
務
員
研
修
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
本
山
勤
式
指
導
所
主
任
の

堤
楽
祐
先
生
を
お
迎
え
し
、
現
在
の
声
明
や

作
法
に
つ
い
て
改
正
点
や
本
山
に
各
教
区
よ

り
出
さ
れ
た
質
問
内
容
及
び
そ
の
回
答
を
含

め
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
に
引
き
続

い
て
の
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
時
間
内
に

収
ま
り
切
れ
な
い
ほ
ど
の
質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。  

備
後
で
は
隔
年
開
催
で
行
わ
れ
補
任

式
・
研
修
会
。
昨
年
は
集
中
豪
雨
に
て

や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
今
年

度
、
七
月
八
日(

土)

に
改
め
て
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
各

園
よ
り
十
四
名
も
の
新
任
の
教
職
員
さ

ん
に
发
式
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

「
ま
こ
と
の
保
育
教
師
」
に
な
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
一
様
に
緊
張
し
た
面
持

ち
で
教
務
所
長
よ
り
補
任
状
を
发
け
叐

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
佐
々

木
至
成
師
（
鴨
川
北
組
照
専
寺
）
よ
り

ご
法
話
を
い
た
だ
き
補
任
式
・
研
修
会

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

保育連盟新任教職員 

  補任式・研修会 

 ●このたびは備後教区が会場でしたが 

  おかげさまで盛況に勤まりました。 

さ
る
、
七
月
四
日(

火)

～
五
日(
水)
、
備
後
教

区
の
担
当
で
、
福
山
市
ア
ル
セ
を
会
場
に
、
中
四

国
各
地
か
ら
七
十
五
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
日
目
の
研
修
会
に
は
、
大
谷
派
宗
務
員

で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
鈴
木
君
代
さ
ん

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
坊
さ
ん
に
憧
れ
て
お
寺

に
入
ら
れ
た
こ
と
な
ど
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
、

歌
を
交
え
な
が
ら
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

二
日
目
に
は
、
お
寺
の
子
ど
も
会
で
も
出
来
る

手
品
指
導
と
い
う
こ
と
で
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ゼ

ン
ジ
ー
世
村
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

少
年
教
化
を
推
進
す
る
上
で
、
両
日
通
し
て
実

り
あ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。  

 三年ぶりの 

春期勤式研修会 開催される 

中・四国ブロック 

 少年連盟指導者研修会 
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四
月
十
三
日(

木)

、
本
願
寺
備
後
会
館
に
お
い

て
、
三
百
名
を
超
え
る
参
加
の
も
と
、
備
後
教
区

仏
教
婦
人
会
総
会
並
び
に
幹
部
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
昨
年
の
結
成
五
十
周
年
大
会
で
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
総
連
盟
講
師
の
藤
井
邦
麿
先
生

を
再
度
お
迎
え
し
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午

後
か
ら
の
総
会
で
は
左
記
の
通
り
新
役
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。  

 

四
月
二
十
日
（
木
）
世
羅
組

法
泉
坊
に
お
い
て
、
寺
族
婦
人

会
若
婦
人
研
修
会
が
三
十
八
名

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
中
央
基
幹
運
動
推

進
相
談
員
、
季
平
博
昭
先
生
を

お
招
き
し
、
「
と
も
に 

い
の

ち 
か
が
や
く 

世
界
へ
」
と
い

う
教
団
の
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
講
題
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

六
月
十
三
日(

火)

本
願
寺
備
後
会

館
に
お
い
て
、
九
十
三
名
の
参
加
の

も
と
寺
族
婦
人
会
総
会
並
び
に
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
に

総
会
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
と
今
年
度
の
事
業
計

仏婦総会・研修会 ～ 新役員 選出される ～ 
  備後教区仏教婦人会連盟新役員のみなさま 

寺婦総会並びに研修会 

画
案
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
新
役
員
の

選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
一
覧
表
掲
載
） 

 

な
お
、
そ
の
他
の
議
案
と
し
て
ダ
ー
ナ

の
一
部
を
教
区
の
災
害
対
策
委
員
会 

に
献

金
し
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
昼
休
み
に
ボ
ー
モ
リ
ー

ズ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ

の
後
、
中
央
仏
教
学
院
院
長
の
北
畠
晃
融

先
生
よ
り
「
い
の
ち
い
た
だ
い
て
」
と
い

う
講
題
で
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
い
の

ち
」
の
发
け
止
め
方
に
つ
い
て
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
中
仏
の
通
信
教
育
の
現
状
に

ふ
れ
ら
れ
、
現
場
の
立
場
か
ら
生
涯
学
習

の
大
切
さ
を
強
調
、
減
少
傾
向
に
あ
る
通

信
教
育
を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
一

人
で
も
多
く
の
方
が
浄
土
真
宗
の
教
え
に

出
遇
え
る
よ
う
協
力
い
た
だ
き
き
た
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

  寺婦若婦人研修会 

 

午
前
中
は
、
二
十
五
年
ぶ
り
に

新
し
く
な
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込

め
ら
れ
た
思
い
や
願
い
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は

午
前
中
の
話
を
う
け
て
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
教
団
・
お
寺
と

は
ど
う
あ
れ
ば
良
い
の
か
？
と
い

う
お
話
で
、
こ
れ
か
ら
の
お
寺
を

支
え
る
寺
族
婦
人
と
し
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
有
意
義
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。 

任期： 2006(平成 18)年 4月 1日～ 2009(平成 21)年 3月 31日 

組 名 所属寺 お名前 役 職 

比 婆 妙延寺 河面静子 委員長 

沼隈西 万福寺 杉原静子 本山評議員・若婦担当 

中 辻之坊 森兼絢女 副委員長・ダーナ 

深 津 光行寺 石塚朋子 副委員長・だより 

三 次 西福寺 田中敏枝 副委員長・だより 

御調西 憲徳寺 寺内カツ子 副委員長・だより 

三 谿 専教寺 前原聖子 会計 

御調東 照善寺 内海万亀子 書記・だより 

備中里 専教寺 大橋淑子 監査・だより 

世 羅 浄楽寺 森 富士江 監査・だより 

奥 浄福寺 高見和子 仏婦連だより委員長 

沼隈南 光源寺 門田弘子 ダーナ委員長・会計 

鴨川北 照専寺 高木民子 だより 

芦 田 西教寺 馬屋原久子 若婦担当 
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コーチと監督 

 に花束贈呈 

 

去
る
、
五
月
二
十
三
日(

火)

京

都
府
山
城
運
動
公
園
に
於
い
て
標

記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前

夜
に
は
丌
二
川
総
長
の
御
臨
席
を

仰
ぎ
例
年
の
如
く
綿
密
な
作
戦
会

議
を
行
い
、
Ａ
チ
ー
ム
・
Ｂ
チ
ー

ム
併
せ
、
三
十
名
に
て
試
合
に
臨

み
ま
し
た
。 

 

試
合
当
日
天
候
は
「
こ
の
天
気

で
ホ
ン
マ
試
合
す
る
ん
か
な
？
」

と
思
え
る
様
な
雨
。
両
チ
ー
ム
と

も
第
一
試
合
か
ら
の
ゲ
ー
ム
を
行

い
、
Ｂ
チ
ー
ム
惜
敗
す
る
も
、
最

終
回
の
攻
撃
に
来
年
へ
の
希
望
が

見
え
ま
し
た
。
し
か
し
雨
天
も
相

ま
っ
て
「
さ
ぶ
ぅ
ー
」
な
ゲ
ー
ム

で
し
た
。 

 

翻
っ
て
Ａ
チ
ー
ム
は
豊
富
な
投

手
を
中
心
に
し
た
堅
実
な
守
備
力

と
破
壊
力
抜
群
の
打
線
を
擁
し
、

着
実
に
勝
試
合
を
重
ね
、
野
球
部
創

部
始
ま
っ
て
以
来
、
初
の
決
勝
戦
へ

駒
を
進
め
ま
し
た
。 

 

し
か
し
こ
こ
ま
で
五
試
合
を
戦
い

(

相
手
チ
ー
ム
も
同
じ
で
す
が
…)

選

手
の
疲
れ
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
な
が
ら

決
勝
戦
を
戦
い
ま
し
た
が
、
相
手
は

常
勝
チ
ー
ム
の
大
阪
教
区
。
試
合
巧

者
ぶ
り
を
見
せ
つ
け
ら
れ
な
が
ら
の

敗
戦
。
し
か
し
、
今
年
チ
ー
ム
と
し

て
得
た
財
産
を
忘
れ
る
事
無
く
来
年

に
繋
げ
た
い
も
の
で
す
。 

  

松
井
野
球
部
長
よ
り
一
言
御
礼
… 

「
諸
先
輩
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら 

 

 

や
っ
と
こ
こ
ま
で
参
り
ま
し
た
。 

 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

全国寺族青年野球大会 

～ 備後教区寺族婦人会連盟新役員のみなさま ～ 
２年間どうぞよろしくお願い致します。 

任期： 2006(平成 18)年 6月 1日～ 2008(平成 20)年 5月 31日 

御

調

西 

御

調

東 

御

調

東 

三 

 

次 

三 

 

次 

比 

 

婆 

比 

 

婆 

神 

  

石 

芦

  

田 

沼

隈

西 

鴨

川

北 

鴨 

 

川 

深 

 

津 

奥 中 

備

中

里 

世 

 

羅 

世 

 

羅 

沼

隈

南 

三 

 

谿 

沼

隈

西 

深 

 

津 

神

        

石 

組 

 

名 

西

王

寺 

法

光

寺 

円

龍

寺 

浄

念

寺 

照

円

寺 

勝

光

寺 

西

林

坊 

泉

正

寺 

徳

円

寺 

浄

泉

坊 

真

光

寺 

教

善

寺 

法

真

寺 

教

蓮

寺 

光

栄

寺 

正

専

寺 

光

源

坊 

善

行

寺 

光

林

寺 

法

専

寺 

最

明

坊 

誓

蓮

寺 

正

光

寺 

寺

院

名 

西

王

地

深

雪 

季

平

い

づ

み 

池

上 

 

新

子 

泰

増 

 

照

枝 

松

茂 

 

史

子 

渡

邉 

 

蓉

子 

森

元 

 

静

美 

柏

原

真

知

江 

田

坂

す

み

枝 

佐

々

木

昌

江 

古

孝

理

恵

子 

三

次 

 

孝

子 

生 

駄 

 

弥

汐 

那

須 

閑

子 

佐

藤 

 

英

子 

小

滝 

 

時

枝 

真

教

寺

定

代 

真

澄 

 

洋

子 

天

地

喜

美

子 

加

藤 

 

賀

代 

日

根 

 

恭

子 

武

 

美

智

子 

和

泉 

千

鶴 

お

名

前 

                

監 

 

査 

監 

 

査 

書 

 

記 

会 

 

計 

副

委

員

長 

副

委

員

長 

委

員

長 

役 

 

職 
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こ
の
四
月
に
新
し
く
、
淳
和
学

園
黎
明
高
等
学
校
の
宗
教
科
の
常

勤
講
師
と
な
り
ま
し
た 

長
岡
大
澄

(

兵
庫
教
区
神
姫
組
金
蓮
寺)

と
申

し
ま
す
。
新
参
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 黎明高校宗教科常勤講師   

     長 岡 大 燈 

黎明高校だより 

第２６回 千鳥ヶ淵 全戦没者追悼法要のご案内 

期 日  ２００６(平成１８)年 ９月１８日 (月) 

         (１)『つどい』 １２時３５分 ～ １３時３０分 

     (２)『法 要』 １３時３０分 ～ １５時頃 
  

会 場  国立千鳥ヶ淵 戦没者墓苑  

          (東京都千代田区３番地２) 

第１１回 平和のつどい 
期 日  ２００６(平成１８)年 １０月３０日 (月) 
    

会 場  三次市ＣＣプラザ大ホール 
  

テーマ  『 平和を築く精神 ～森 達也さんに学ぶ～』 
  

講 師  森 達也さん（映画監督／ドキュメンタリー作家） 

★ 

日
が
近
づ
き
次
第
、
改
め
て
詳
細
な 

 
 

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

      

お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
加
下
さ
い
ま
す 

 
 

よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

～ 森 達也 プロフィール ～ 

 1956年生まれ。96年オウム真理教の荒木浩を主人公とする 

ドキュメンタリー映画「Ａ」を公開。各国映画祭に出品し海

外でも高い評価を受ける。 

 01 年、続編「Ａ２」公開。主な著書に『放送禁止』

『「Ａ」マスコミが報道しなかったオウムの素顔』『世界は

もっと豊かだし人はもっと優しい』など。 

本
年
度
よ
り
黎
明
高
校
宗
教
科

非
常
勤
講
師
と
な
り
ま
し
た
苅
屋

光
影
（
深
津
組
光
行
寺
）
と
申
し

ま
す
。
毎
週
月
曜
日
の
宗
教
の
授

業
を
担
当
し
て
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 黎明高校宗教科非常勤講師   

       苅 屋 光 影 

←平成 19年度より「岡山龍谷高等学校」   

 と校名が変わります。 
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日
本
か
ら
バ
ー
ク
レ
ー
に
移
民
さ
れ

た
人
々
の
心
の
よ
り
所
と
し
て
聖
堂
を

建
立
さ
れ
た
当
時
、
「
ご
本
尊
は
故
郷

で
あ
る
日
本
か
ら
お
迎
え
し
た
い
。
」

と
の
強
い
思
い
か
ら
、
生
野
島
で
布
教

活
動
を
行
っ
て
い
た
当
山
出
身
の
足
利

浄
圓
が
縁
と
な
っ
て
、
阿
弥
陀
様
が
遥

か
バ
ー
ク
ク
レ
ー
の
地
に
渡
り
ま
し

た
。
（
詳
細
は
下
記
「
悲
願
」
抜
粋
参

照
） 鴨

川
組 

勝
願
寺 

住
職 

足
利
義
信  

 

去
る
四
月
十
四
日
、
ア
メ
リ
カ
西
海

岸
の
都
市
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
対

岸
）
バ
ー
ク
レ
ー
か
ら
、
バ
ー
ク
レ
ー

仏
教
会
（
開
教
使
・
松
本
デ
ビ
ッ
ト

師
）
の
お
同
行
（
ど
う
ぎ
ょ
う
）
二
十

四
名
が
、
当
山
に
参
詣
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
バ
ー
ク
レ
ー
仏
教
会
聖

堂
建
立
五
十
周
年
の
節
目
に
遥
々
お
参

り
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
が
、
来
寺
さ

れ
た
皆
様
は
三
世
の
方
が
中
心
で
、

「
お
念
仏
が
、
し
っ
か
り
と
相
続
さ
れ

て
お
ら
れ
る
な
あ
。
」
と
、
感
服
し
、

学
生
時
代
に
英
語
の
勉
強
を
も
っ
と

や
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し
つ

つ
、
松
本
開
教
使
の
通
訳
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
邂
逅
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。 

 

遠
く
離
れ
、
言
葉
が
通
じ
な
い
国
籍

も
違
う
初
め
て
お
会
い
し
た
皆
様
と
、

お
念
仏
ひ
と
つ
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

を
喜
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
尊
い
ご
縁

で
し
た
。 

合
掌 

～
北
米
仏
教
団
の
開
教
五
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
バ
ー
ク
レ
ー
仏
教
会
聖
堂
建

立
の
念
願
が
燃
え
上
が
り
、
当
地
の
会
員

は
も
と
よ
り
、
全
米
各
地
の
有
志
の
方
々

の
懇
志
に
よ
っ
て
、
昨
年
（
一
九
五
四

年
）
起
工
式
を
あ
げ
た
殿
堂
は
、
完
成
に

近
づ
き
、
バ
ー
ク
レ
ー
仏
教
会
主
任
開
教

使
・
今
村
寛
猛
師
か
ら
ご
本
尊
さ
ま
を
日

本
ま
で
探
し
に
行
き
、
お
迎
え
し
て
く
る

よ
う
に
と
の
大
任
を
託
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
ご
本
山
に
参
詣
し
て
、
ご
門

主
と
お
裏
様
に
お
目
に
か
か
っ
た
後
、
今

村
開
教
使
か
ら
依
頼
状
を
出
し
て
あ
っ

た
、
足
利
浄
圓
師
と
一
緒
に
毎
日
、
京

都
・
奈
良
を
中
心
に
お
寺
や
卙
物
館
を
巟

り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
古
都
、
ど
こ
へ

い
っ
て
も
尊
い
仏
様
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
な
ん
と
有
難
い
国
か
な
と
、
祖

国
の
尊
さ
に
頭
が
さ
が
り
ま
し
た
が
、
い

よ
い
よ
お
迎
え
す
る
と
な
る
と
む
ず
か
し

い
も
の
で
す
。
ご
仏
像
の
お
丈
が
低
か
っ

た
り
、
高
す
ぎ
た
り
、
中
に
は
大
金
を
要

求
さ
れ
た
り
、
ご
本
尊
に
出
あ
う
こ
と
の

む
ず
か
し
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し

た
。
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
案
に

く
れ
て
い
る
と
き
、
浄
圓
師
が
、
「
私
が

長
年
お
給
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ご

本
尊
は
由
緒
あ
る
仏
像
で
す
。
今
、
生
野

島
に
ご
安
置
し
て
お
り
ま
す
。
一
度
お
参

り
な
さ
い
。
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。 

 

さ
っ
そ
く
、
京
都
を
た
ち
、
美
し
い
絵

の
よ
う
な
瀬
戸
内
海
を
眺
め
つ
つ
、
め
ざ

す
生
野
島
に
着
き
ま
し
た
。
島
に
帰
っ
て

お
ら
れ
た
浄
圓
師
は
快
く
迎
え
て
く
だ
さ

れ
、
あ
が
る
間
も
な
く
、
お
扉
を
開
き
、

お
灯
明
を
つ
け
て
阿
弥
陀
様
を
拝
ま
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
何
と
も
尊
く
や
さ
し

い
お
姿
で
あ
ろ
う
。
か
ね
て
よ
り
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
あ
り
が
た
く
感

じ
、
慈
眼
の
前
に
た
だ
拝
み
い
る
ば
か
り

で
あ
り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
の
初
め
か

ら
、
幾
た
び
か
転
々
と
お
遷
り
に
な
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
の
度
ご
と
に
自
分
の
命
よ

り
も
大
切
に
こ
の
仏
様
を
お
守
り
し
続
け

た
た
く
さ
ん
の
人
々
が
見
え
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
日
ご
と
夜
ご
と
に
拝
み
続
け

た
人
た
ち
、
そ
の
人
た
ち
が
た
き
こ
め
た

香
に
古
色
蒼
然
た
る
お
姿
。
わ
れ
を
忘
れ

て
拝
ん
で
い
ま
す
と
、
浄
圓
師
は
「
ど
う

ぞ
お
伴
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
、

静
か
に
お
念
仏
を
と
な
え
ら
れ
た
。 

 

か
く
し
て
、
ご
本
尊
様
は
バ
ー
ク
レ
ー

に
お
渡
り
に
な
っ
た
の
で
す
。
長
い
年

月
、
幾
多
の
戦
乱
の
中
に
も
、
慈
眼
う
る

わ
し
く
苦
難
を
こ
え
て
衆
生
を
憐
憫
し
教

化
さ
れ
た
尊
容
を
拝
し
、
永
久
に
ご
安
置

申
し
上
げ
る
喜
び
と
幸
せ
は
、
何
も
の
に

も
た
と
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恭
し
く

「
よ
う
こ
そ
、
お
渡
り
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
」
と
、
額
ず
き
ま
つ
る
次
第
で
す
。

一
八
七
八
年
、
勝
願
寺
に
生
ま

れ
る
。
東
京
高
輪
大
学
（
後
の

龍
谷
大
学
）
卒
業
後
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
サ
ン
ノ
ゼ
に
開
教
使

と
し
て
赴
任
。
帰
国
後
「
同
朊

舎
」
「
真
宗
学
研
究
所
（
後
の

自
照
社
）
」
を
設
立
。
一
九
六

〇
年
寂
。 
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手を合わせる 幼な子の けなげな姿に 手が合わさる 

 

仏さまは、自分のことを 全部みてくれていて  

                知っていてくれている 

  

  
  8日 勤式練習会 

 10日 世界仏婦大会第 1回説明会 

 10日 基推常任委員会 

 11日 会館常例法座（真澄慎一師） 

 12日 中・四国ブロック尐年連盟連絡協(備後) 

 14日 若婦人専門委員会「ほほえみの会」 

 16日 門徒総代会世話人会 

 16日 ビハーラ役員会 

 18日 寺婦役員会 

 22日 基推第 1部会 

 25日 基推総会・研修会 

 25日 IT専門委員会 

 27日 神石組ご消息披露（金蔵寺） 

 30日 得度衣体講習会 

 
  7日 鴨川北組ご消息披露（照専寺） 

  7日 布教団記念大会実行委部長・副部長会議 

  9日 尐年連盟委員長・副委員長会議 

 10日 沼隈南組ご消息披露（光照寺） 

 11日 会館常例法座（田井智彦師） 

 12日 同朋三者懇話会 

 13日 寺婦総会・研修会 

 15日 ビハーラ総会・公開講座 

 18日 若婦人専門委員会「ほほえみの会」 

 19日 布教団記念大会実行委 

 20日 布教団総会・研修会・50周年記念レセプション 

 21日 布教団結成 50周年記念布教大会（深津組光善寺） 

 21日 仏婦役員研修会（会館 22日まで） 

 23日 勤式練習会 

 24日 三次組ご消息披露（法正寺） 

 26日 尐年教化推進専門委員会 

 28日 特別布教大会（比婆組円光寺） 

 30日 責役・総代会 

  
 

  2日 仏婦若婦人(前期)研修会（三谿組明覚寺） 

  3日 尐年連盟役員会 

  4日 中・四国ブロック尐年連盟指導者研修会 

               （備後 5日まで） 

  8日 教区真宗青年のつどい（世羅組円超寺） 

  8日 保育連盟新任教職員補任式・研修会 

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ６月 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 ７月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

８月 

 
 
 

 
９月 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 10月 

 

 
 

 
 

 

 

 10日 春期勤式研修会 

 10日 基推第 1部会 

 11日 会館常例法座（季平博昭師） 

 11日 基推第 4部会 

 11日 IT専門委員会 

 12日 基推第 3部会 

 12日 門推世話人会 

 19日 芦田組ご消息披露（府中文化センター） 

 20日 常備会 

 24日 布教団記念大会実行委反省会 

 26日 勤式練習会 

 28日 同朋運動推進僧侶研修会講師団研修会 

 28日 組長会 

 
 

 11日 会館常例法座（佐藤知水師） 

 12日 若婦人専門委員会「ほほえみの会」 

 12日 会館休館日（16日まで） 

 25日 比婆組ご消息披露（妙延寺） 

 26日 御調西組ご消息披露 

          （久井文化センター） 

 27日 仏壮夏期研修会（三次組西善坊） 

 28日 教区灯火のつどい（御調西組法泉寺） 

 
  2日 世界仏婦大会（ハワイ 7日まで） 

 5日 中四国寺青野球大会（備後 6日まで） 

 8日 基推第 1部会（三次 CCプラザ） 

  8日 平和のつどい実行小委 

 11日 会館常例法座（椙 英俊師） 

 12日 沼隈西組ご消息披露（万福寺） 

 12日 勤式練習会 

 13日 教区会本山参拝（14日まで） 

 19日 ビハーラ研修協議会 

 26日 臨時教区会 

 27日 連研のための研究会 

 28日 深津組ご消息披露（法真寺） 

 29日 同朋三者懇（広島別院） 

 
  2日 寺婦研修旅行（新潟 3日まで） 

  4日 中組ご消息披露（光栄寺） 

 5日 寺婦勉強会 

 6日 御調東組ご消息披露（照善寺） 

 7日 門推履修者研修会  

 11日 会館常例法座（平山義文師） 

 16日 世羅組ご消息披露（照明寺） 

 17日 南部総代研修会（沼隈西組福照坊） 

 18日 北部総代研修会（世羅組真行寺） 

 24日 備中里組ご消息披露（浄心寺） 

 26日 平和のつどい準備 

 27日 仏婦寺婦基幹運動研修会 

 30日 平和のつどい（三次 CCプラザ） 

※
教
区
行
事
並
び
に
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
（
連
区
）
行
事
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 
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(

敬
称
略) 

三 

次 

組 
 

西
善
坊 

 
 
 

世
良 

謁
史 

（
恢
謁
） 

(

平
成
十
八
年 

三
月
三
十
日
付) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

敬
称
略) 

深 
津 

組 
 

光
善
寺 

 
 

稲
田 

奈
都
世 

（
澍
風
） 

鴨 

川 

組 
 

願
正
寺 

 
 

金
尾 
有
理
佳 

（
理
光
） 

沼
隈
西
組 

 

福
照
坊 

 
 

岡
部 

哲
應 

 
（
哲
應
） 

神 

石 

組 
 

光
徳
寺 

 
 

椙 
 

俊
道 

 

（
俊
道
） 

御
調
西
組 

 

法
泉
寺 

 
 

小
島 

篤
子 

 

（
篤
信
） 

 

（
平
成
十
八
月
二
月
二
十
八
日
付
）  

沼
隈
南
組 

 

光
照
寺 

 
 

季
平 

祐
也 

 

（
即
祐
） 

芦 

田 

組 
 

西
圓
寺 

 
 

山
名 

諒
子 

 

（
真
諒
） 

御
調
東
組 

 

正
典
坊 

 
 

近
安 

真
紀 

 

（
真
紀
） 

 

（
平
成
十
八
月
三
月
十
五
日
付
）  

世 

羅 

組 
 

正
満
寺 

 
 

島
津 

苑
子 
 

（
西
苑
） 

 
 

 

（
平
成
十
八
月
五
月
十
五
日
付
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

敬
称
略) 

鴨 

川 

組 

福
泉
坊 

 
 

前
住
職 

季
平 

了
性 

 

（
四
月
二
十
三
日
寂
） 

三 

次 

組 

専
法
寺 

 
 

前
住
職 

梵 
 

寶
英 
 

（
四
月
二
十
四
日
寂
） 

世 
羅 
組 

西
教
寺 

 
 

衆 
徒 

小
林 

進 
 
 
 
 

（
六
月
十
十
六
日
寂
） 

沼
隈
南
組 
西
光
寺 

 
 

前
坊
守 

箱
田 

董
子 

 
 
 

 
（
六
月
十
七
日
寂
） 

世 

羅 

組 

専
光
寺 

 
 

住 

職 

高
丸 

隆
顕 

 

（
七
月
一
日
寂
） 

三 

次 

組 

善
照
寺 

 
 

前
坊
守 

安
部 

忠
子 

 

（
七
月
八
日
寂
） 

沼
隈
西
組 

正
蔵
坊 

 
 

住 

職 

藤
原 

晃
哉 

 

（
七
月
十
六
日
寂
） 

 
 

奥  

組 

泉
瀧
寺 

 
 

前
住
職 

大
塚 

成
玄 

 

（
七
月
十
七
日
寂
） 

 

最
近
、
土
産
物
屋
な
ど
の
お
店
で

「
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
を
育
て
る

セ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
ま
が
い
も

の
も
多
い
し
、
天
然
の
も
の
は
め
っ

た
に
見
つ
け
ら
れ
な
い
印
象
が
強
い 

の
で
、
へ
ぇ
～
四
葉
も
タ
ネ
み
た
い

な
も
の
が
あ
る
の
か
な
、
と
漠
然
に

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
・
・
・ 

 

と
こ
ろ
で
昨
日
の
こ
と
、
遠
方
の

親
戚
が
来
ら
れ
て
散
歩
を
し
て
い
た

ら
、
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
に
四
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
叏
母
い
わ
く
「
四
葉
の
生
え

る
と
こ
ろ
は
、
よ
く
見
て
た
ら
毎
年

少
し
づ
つ
増
え
て
い
く
よ
。
」 

 

そ
う
思
っ
て
眺
め
る
と
、
な
ん
で

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
か
、
我
が

家
の
す
ぐ
近
く
に(

三
葉
ほ
ど
沢
山

で
は
な
い
が)

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

が
群
生
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

身
近
な
も
の
に
目
が
い
か
な
い
こ

と
だ
と
つ
く
づ
く
反
省
さ
せ
ら
れ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
年
を
と
っ
て

も
、
そ
ん
な
感
发
性

を
も
つ
大
人
に
な
り

た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 

 
 
(

Ｋ
．
Ｆ)

 
 

ド
イ
ツ
民
謡
よ
り 

  

三 

次 

組 
 

専
法
寺 

様 

  

沼
隈
南
組 

 

西
光
寺 

様 

 
 

よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
沼
隈
西
組
仏
教
婦
人

会
連
盟
様
並
び
に
教
区
寺
族
婦
人
会

連
盟
様
よ
り
災
害
対
策
費
へ
、
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
願
寺
備
後
会
館
の
今
年
度
の

夏
期
休
館
日
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

敬
称
略) 

比 

婆 

組 
 

妙
延
寺 

 
 
 

尾
野 

慧
子 

（
慧
光
） 

御
調
東
組 

 

永
正
寺 

 
 
 

柿
原 

興
乘 

（
興
乘
） 

(

平
成
十
八
年 

四
月
二
十
日
付) 


